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【目的】噛む情報は阻暢筋の活動を調べることで得られる。岐筋の活動(太さ)は、
筋上部の顔面の隆起の大きさとしてレーザー変位計によって測定できる。この唆筋
の隆起の大きさと吹合圧との聞には直線関係があることは第 50回本大会で述べた。
そこで、左・右方向よりこの日交筋隆起を非接触でとらえ、眠噌庄の左右差のメカニ
ズムを解明する。
【方法}被験者は、椅座位で頭部を固定された。唆筋の隆起の程度(吹筋の活動)
を2台のレーザー変位計(分解能: 50問、応答速度:20ms )を用いて、右・左方
向から同時記録した。変位計から出力された電気信号は、直流増幅器{6h02，日本電
気三栄)を経て波形描記装置(オムニエース RT2108A，日本電気三栄)を用いて実時
間で描記した。また、これらの電気信号を磁気記録装置 (R・61，TEAC)により同時に
記録し、必要に応じてそれを再生して解析した。
【結果】例えぽある被験者では、口腔中に食品を入れない状態で、意識的に左側ま

たは右側で噛むと、左右の吹筋の活動に有意な差が見られた。すなわち、左側で噛
むと左側の吹筋の隆起が大きく記録され (Paired t-test P<O.OOI)、右側で噛むと右
側の唆筋の隆起が大きく記録された (Pairedtmtest P〈0.001)。また、ある被験者では、
板ガム(15X 15 mm) を阻噂した場合、左右の岐筋活動に違いが生じた。すなわち、
ガムを左(右)側で噛むと、左(右)恨11の岐筋の隆起が大きく記録された (Paired t-test 
P<O.OOl)。そして岨唱に伴う左右吹筋の隆起の様式には個人差が見られた。このよ
うに吹筋の隆起の程度を左右の顔面皮膚上から計測することにより、阻噛筋活動・
阻鴨圧の左右差を実時間で解析できることがわかった。


